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1. はじめに

平成30年 7月豪雨により広島県で発生した崩壊につ
いて、解析雨量 1）を用いて崩壊発生誘因となった降雨
を分析した既往研究 2）では、積算雨量 300mm 程度以上
に達したときに多くの崩壊が発生すること、さらに積
算雨量 300mm 程度以上を超えると 30°未満の比較的緩
い斜面においても時間雨量30mm 前後の降雨で崩壊が発
生することが示唆された。これに対して、時間雨量 30mm
以上で崩壊が発生している地域の積算雨量や傾斜につ
いても検討すべきとのご意見があった。 

そこで本稿では、崩壊地の分布と積算雨量・時間雨
量、傾斜を含む地域特性との関連性を分析し、崩壊発
生の誘因となった降雨について考察を加えた。 

2. 積算雨量・時間雨量と崩壊地の分布

分析に使用したデータを表 1 に示す。
まず、平成 30 年 7 月豪雨時の解析雨量 1km メッシュ

を用いて、積算雨量 300mm 超過後に時間雨量 30mm の降
雨が発生した地域を特定した。次に、降雨メッシュに
崩壊地データを重ね合わせ、崩壊が発生した地域の降
雨状況を把握した。 

なお、分析範囲は崩壊地の判読範囲とした。さらに、
傾斜 10°未満の地域では崩壊がほとんど発生していな
い 2)ことから、傾斜データを用いて傾斜 10°未満の地
域を除外した。 

表 1 分析に使用したデータ 
データ 資料 作成者 

降雨 解析雨量（7月 5日 0時～7
日 23 時） 

国土交通省気象庁 

崩壊地 平成30年7月豪雨 崩壊地
等分布図（ライン） 

国土交通省国土地理院 

平成 30 年 7 月豪雨による
広島県の斜面崩壊分布（第
四報） 

広島大学平成30年7月豪雨
災害調査団（地理グループ） 

傾斜 国土数値情報 標高・傾斜
度5次メッシュデータ 

国土交通省国土政策局国土
情報課 

降雨メッシュと崩壊地の分布状況を図 1 に示す。積

算雨量300mm 超過後に時間雨量 30mm 以上の降雨が発生

したメッシュは東広島市、竹原市以西に多く、崩壊地

も同様に西側に多く分布している。 

分析範囲の降雨メッシュについて、積算雨量 300mm
超過後に時間雨量 30mm 以上の降雨の有無、崩壊地の有
無別にメッシュ数をカウントした結果を表 2 に示す。
積算雨量 300mm 超過後に時間雨量 30mm 以上の降雨が発
生したメッシュのうち、崩壊地と重なるメッシュは 67%
（1,000/1,493）を占めている。 

以上のことから、特に西側地域においては、「積算雨
量 300mm 超過後に時間雨量 30mm 以上の降雨」は崩壊発
生の一つの目安になると考えられる。一方で、三原市
以東の東側地域ではそれよりも少ない雨で崩壊が発生
しており、上述の降雨とは別の要因が崩壊発生に影響
したと考えられる。 

図 1 降雨メッシュと崩壊地の分布 

表 2 降雨メッシュと崩壊地の分布状況（単位：メッシュ数） 
崩壊地 

合計 
あり なし 

降雨※ 
あり 1,000 493 1,493 

なし 513 548 1,061 

合計 1,513 1,041 2,554 

※ 積算雨量300mm 超過後に時間雨量30mm 以上の降雨

3. 崩壊地の分布に影響する地域特性

積算雨量300mm 超過後に時間雨量30mm以上の降雨が
なかった東側地域で崩壊が発生した要因としては、傾
斜や地質といった地形特性による影響が考えられる。
そこで、積算雨量 300mm 超過後に時間雨量 30mm 以上の
降雨実績別に、表 3 に示すデータを用いて崩壊発生地
の地域特性を整理した。 

表 3 地域特性の整理に使用したデータ 
データ 資料 作成者 

標高 国土数値情報 標高・傾斜
度5次メッシュデータ 

国土交通省国土政策局国土
情報課 傾斜 

地質 20万分の1日本シームレス
地質図 

（国研）産業技術総合研究
所地質調査総合センター 

植生 自然環境保全基礎調査 環境省自然環境局 

結果の一例を図 2 に示す。図 2 は、降雨実績別に崩
壊発生地の傾斜区分を整理したものである。崩壊発生
地の傾斜は、降雨実績があった地域となかった地域で
大差なかった。他の地域特性についても同様に、降雨
実績による差違は見られなかった。 

 

図 2 崩壊発生地の降雨実績と傾斜区分 
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4. 崩壊発生要因の検討

崩壊が発生する主な要因として多くの場合、降雨の
ほか、地形、地質、植生が挙げられる。今回の対象地
域では、地域特性のいずれも大きな差異が認められな
かったため、降雨状況についてさらに詳細に分析を行
うこととした。 

まず、降雨強度の影響が考えられたため、積算雨量
300mm に達するまでの時間の地域差を調べてみた。その
結果、東側地域では西側地域に比べて積算雨量 300mm
に達するまでの時間は長く、弱い雨で崩壊が発生した
可能性が考えられた。 

ここで、降雨強度の弱い雨で崩壊が発生する要因の 1
つとして、豪雨履歴が考えられる。すなわち、豪雨履
歴が少ない地域では斜面の崩壊履歴が少なく、不安定
な土層が斜面を覆っているため、降雨強度の弱い雨で
も崩壊しやすいと考えられる 9)。そこで、気象庁の異常
気象リスクマップ 8)を参考に等確率雨量線図を作成し
てみたところ、図 3 に示すように、東側は西側に比べ
て確率雨量が少なく、降雨履歴に地域差が見られた。 

図 3 等確率雨量線図（50 年確率 24 時間雨量） 

そこで、災害発生時刻の推定できた災害発生地のう
ち、東側地域の代表例として「木原 6 丁目」に着目し
た。木原 6丁目（平均傾斜 30°未満）は、積算雨量 300mm
超過後に時間雨量30mm 以上の降雨があった地域に該当
するが、崩壊発生時刻（7月7日1:00）の積算雨量293mm、
24 時間雨量 195mm、時間雨量 6mm であり、時間雨量 30mm
を記録したのは崩壊発生 6時間後の 7：00 である（図 4
参照）。 

 
 
 

図 4 木原 6丁目におけるハイエトグラフ（7/5～7/7） 

このことから、豪雨経験の少ない東側では降雨強度
の比較的小さい時間雨量により、表層を覆っている不
安定な土層が崩壊した可能性があると推察される。そ
れを検証するため、50 年確率 24 時間雨量時間雨量
190mm を目安に、豪雨経験が多い地域と少ない地域を区
分するラインを引いた。結果は図 5 のとおりであり、

豪雨経験が少ない地域は、積算雨量 300mm 超過後に時
間雨量30mm の降雨がなくても崩壊が発生した地域と類
似している。 

図 5 豪雨経験の区分と降雨、崩壊地の分布 

5. まとめ

東広島市、竹原市以西の西側地域においては、積算
雨量300mm 超過後に時間雨量 30mm 以上の降雨が発生し
たメッシュと崩壊地の分布はよく一致していた。一方、
三原市以東の東側地域では豪雨経験が少ないため、そ
れよりも少ない雨量で崩壊が発生した可能性が示唆さ
れた。ただし崩壊時刻が推定できる災害サンプル数が
少ないため、今後災害サンプル数を増やして検証した
い。 
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